
  令 和 ７ 年 11 月 26 日 

観 光 庁 

 

在米国日本国大使館主催「日米観光レセプション」に 

観光庁長官が出席しました 

～日米観光協力の更なる強化に向けて～ 
 

 

 

 

 

 

 

【イベント結果概要】 

○来る 2026 年は、米国建国 250 周年、FIFA ワールドカップ、WBC といったメガイベントが

米国で開催される特別な年であるということを踏まえ、来年に向けて日米観光関係者間

の連携を強化すべく、11 月 19 日に、在米国日本大使公邸（ワシントン D.C.）において、

山田アメリカ合衆国駐箚特命全権大使主催のもと、「日米観光レセプション」が開催され、

村田観光庁長官が出席しました。 

 

○同イベントには、米国政府の観光関係者として、商務省キミット次官、ターナー住宅都

市開発長官など、約 320 名の日米の政府関係者・観光関係者の方々が参加しました。 

 

○レセプションにおいて、主催の山田大使から「来年は米国にとって特別な１年であり、

多くの日本人が米国を訪問する。本日をきっかけに日米間の観光分野の連携が深化する

ことを期待する。」旨の挨拶があり、また、商務省キミット次官から「村田長官との会談

でも日米双方向の観光拡大という決意を両国で確認。メガイベントも開催予定であり、

観光は戦略的優先事項。両国間の観光拡大に向けて日本と連携していく。」旨の挨拶があ

りました。さらに、村田観光庁長官の挨拶では、「観光関係者と連携し、日本から米国へ

の旅行者の更なる拡大に向けた取組を強化し、両国間の双方向交流の拡大を拡大してい

く。」旨の発言を行いました。 

 

○また、日本からのゲストスピーカーとして、五摂家筆頭近衞家に生まれ、本業の傍ら伝

統文化のサポートに取り組む近衞忠大氏と、室町時代より「香道」を継承してきた志野

流の第二十一世家元として、国内外で普及活動に従事する一枝軒宗苾宗匠が登壇し、京

都の陽明文庫で実施されている、奥深い日本の文化の魅力を発信する特別プログラムの

プレゼンが行われました。 

 

11 月 19 日、米国ワシントン D.C.の在米国日本国大使公邸にて、同大使館が主催する

「日米観光レセプション」に村田観光庁長官が出席し、米国連邦政府・議会関係者や旅

行・観光関係者に向けて、日本の魅力を発信することで、日米間の観光協力関係のより

一層の強化を図りました。 



○さらに、日本での地方誘客を一層進めるため、日本政府観光局（JNTO）がブースを設け、

我が国の様々な魅力を発信するとともに、日本の観光関係企業も様々な出展を行ったほ

か、各自治体等（注）も「地域の魅力発信ブース」を設け、日本各地の多様な魅力を発

信しました。また、米国側は、ワシントン DC 観光局とマイアミ観光局がブースを設けま

した。 

 

（注） 

  愛知県、伊勢志摩観光コンベンション機構、大分県、京都府、京都市（京都府）、岐阜県、熊本県、

札幌市（北海道）、鯖江市（福井県）、相模原市観光協会（神奈川県）、関ヶ原町（岐阜県）、鳥取県、

富山県、豊田市（愛知県）、北海道、丸亀市（香川県）、奈良県、備前市（岡山県）、山口県、 

横浜市（神奈川県）（50 音順） 

 

○観光庁では、今回のレセプションを契機として、米国の関係者と緊密に連携し、日米双

方向の更なる交流の拡大を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問合せ先＞ 

観光庁 国際観光課 欧米豪市場推進室 櫻本、木村 

代表：03-5253-8111（内線 27-424、27-435）、直通：03-5253-8923 

Mail：hqt-oubeigou■gxb.mlit.go.jp 

（メール送信の際は「■」を「＠」（半角）に置き換えてください） 



（別紙） 

 

    

         

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左から）山田大使・キミット次官・村田長官   ターナー住宅都市開発長官 挨拶 

村田長官 乾杯挨拶 

日本旅行業協会（JATA）ブース 

日本政府観光局（JNTO）ブース 

地域の魅力発信ブース（一例） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

近衞忠大氏によるプレゼンテーション 近衞氏提供の投扇興（とうせんきょう）の体験 

一枝軒宗苾宗匠氏提供の香道体験 


